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東大和市 シルバー人材センター広報誌
公益社団法人

〒 207-0015 東大和市中央3-912-3
電話 042-565-0531 FAX 042-566-2308 http://www.silver-center.org/

募集中

正会員数

(9月１日現在)

男性 498名

女性 182名

合計 680名
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会
員
交
流
会
報
告

第
２
地
区
会
員
交
流
会

山
梨
へ
の
バ
ス
旅
行

・
日
時
：
令
和
元
年
9
月
5
日
（
木
）

・
内
容
：
巨
峰
狩
り
も
ぎ
と
り
食
べ
放

題
の
勝
沼
方
面
バ
ス
旅
行

・
参
加
者
：

36
人

山
梨
へ
バ
ス
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

出
発
時
、
雨
の
心
配
を
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
勝
沼
で
は
日
差
し
が
出
て
、
蒸

し
暑
い
日
和
で
し
た
。

先
ず
は
、
中
央
高
速
の
勝
沼
で
降
り
、

ワ
イ
ン
工
場
（
シ
ャ
ト
ー
勝
沼
）
で
は

色
々
な
ワ
イ
ン
を
試
飲
し
ま
し
た
。
巨

峰
の
ぶ
ど
う
狩
り
を
す
る
「
い
わ
で
農

園
」
で
は
、
県
知
事
の
認
定
を
受
け
た

「
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
農
業
者
」
が
、
安
心

し
て
食
べ
ら
れ
る
ぶ
ど
う
の
栽
培
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

ワ
イ
ン
試
飲
後
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
で

ぶ
ど
う
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
甘
味

が
強
く
て
美
味
し
い
巨
峰
、
農
園
の
ご

好
意
で
冷
や
し
て
い
た
だ
い
た
ぶ
ど
う
、

好
み
の
巨
峰
を
刈
り
取
っ
て
の
食
べ
放

題
で
す
。
昼
食
前
に
腹
具
合
を
勘
案
し

な
が
ら
堪
能
し
ま
し
た
。

昼
食
後
、
ハ
ー
ブ
庭
園
で
は
い
ろ
い

・
日
時
：
令
和
元
年
7
月
16
日(

火
）

・
内
容
：
コ
カ
・
コ
ー
ラ
工
場
見
学

及
び
石
神
井
公
園
散
策

・
参
加
者
：

14
人

梅
雨
の
最
中
の
は
っ
き
り
し
な
い

天
候
な
が
ら
、
「
晴
雨
に
関
係
な
く

実
施
！
」
と
の
案
内
文
に
、
意
気
軒

昂
な
地
区
会
員
が
、
玉
川
上
水
駅
に

三
々
五
々
集
ま
り
、
西
武
線
で
清
瀬

駅
へ
、
さ
ら
に
バ
ス
に
乗
り
換
え
コ

カ
・
コ
ー
ラ
多
摩
工
場
へ
向
か
い
ま

し
た
。

大
勢
の
見
学
者
と
共
に
、
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
迎
え
ら
れ
、
昔
懐

か
し
い
形
の
瓶
の
コ
ー
ラ
を
飲
み
な

が
ら
、
コ
ー
ラ
の
出
来
る
ま
で
の
講

ろ
な
種
類
の
ハ
ー
ブ
と
そ
の
効
能
を
学

習
し
、
塩
山
で
は
珍
し
い
「
天
空
か
ぼ

ち
ゃ
狩
り
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
、
地
区
外
会
員
、
会
員
以
外
の

方
の
参
加
も
頂
き
、
特
に
会
員
以
外
の

方
に
は
「
交
流
会
の
楽
し
さ
」
、
「
会

員
同
志
の
つ
な
が
り
」
を
知
っ
て
い
た

だ
く
良
い
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
創
意
工
夫
し
た
交
流
会
を

開
催
す
る
の
で
、
是
非
参
加
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
、
楽
し
い
一
日

を
終
了
し
ま
し
た
。

習
を
受
け
ま
し
た
。

工
場
見
学
の
後
、
次
の
目
的
地
の

石
神
井
公
園
へ
向
か
う
途
中
、
石
神

井
公
園
駅
で
、
全
員
、
外
食
の
ラ
ン

チ
を
と
り
ま
し
た
。

「
石
神
井
公
園
」
は
、
都
内
で
も

屈
指
の
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
雄
大

な
自
然
公
園
で
、
三
宝
寺
池
を
含
む

二
つ
の
池
に
は
四
季
折
々
の
草
花
が

咲
き
、
水
鳥
た
ち
の
聖
地
で
も
あ
り
、

水
辺
の
生
き
物
た
ち
も
多
く
生
息
し

て
い
ま
す
。

池
に
は
ス
ワ
ン
の
ボ
ー
ト
や
二
人

乗
り
の
ボ
ー
ト
が
浮
か
ん
で
い
た
。

時
折
の
小
雨
に
も
め
げ
ず
、
公
園

内
を
散
策
し
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。コカ・コーラ多摩工場前で

天空かぼちゃ狩り

ハーブ庭園での記念撮影

第
６
・
第
７
地
区
合
同
会
員
交
流
会
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私
は
、
八
歳
の
時
、
東
京
新
橋
の
家

で
戦
災
に
遭
い
、
母
の
実
家
が
群
馬
県

前
橋
で
、
家
・
土
地
な
ど
資
産
の
持
ち

主
で
、
百
五
十
坪
の
土
地
に
、
古
い
家

付
き
を
提
供
く
だ
さ
り
、
祖
母
・
父
母

兄
弟
五
人
で
過
ご
し
ま
し
た
。

楽
し
い
懐
か
し
い
思
い
出
が
、
湧
き

上
が
っ
て
き
ま
す
。
我
が
家
の
周
り
に
、

五
本
の
柿
の
木
、
二
本
の
び
わ
の
木
、

梅
の
木
、
ゆ
す
ら
ご
、
い
ち
じ
く
が
あ

り
ま
す
。
尾
長
鳥
な
ど
が
飛
び
交
う
古

き
思
い
出
、
高
台
に
あ
る
我
が
家
の
脇

の
坂
道
を
降
り
る
と
、
鯉
池
が
あ
り
、

鯉
の
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
我

が
家
は
前
橋
駅
近
く
で
、
鯉
池
を
過
ぎ

る
と
鉄
道
線
路
が
あ
り
、
鉄
橋
の
下
に

は
大
き
な
広
瀬
川
が
流
れ
、
夜
は
い
つ

も
い
つ
も
通
る
夜
汽
車
の
過
ぎ
ゆ
く
静

か
な
響
き
、
明
る
い
窓
明
か
り
を
思
い

出
し
ま
す
。

祖
母
は
日
本
バ
ラ
会
に
入
っ
て
お
り
、

庭
は
50
種
以
上
の
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ

が
咲
き
乱
れ
、
近
く
に
は
鐘
の
鳴
る
丘
、

戦
争
孤
児
の
少
年
院
が
あ
り
、
我
が
家

で
実
っ
た
梅
、
柿
、
び
わ
を
バ
ケ
ツ
で

運
ん
で
差
し
上
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
ま
す
と
、
院
長
先
生
が
お
礼
に
、
外

国
産
の
大
き
な
ダ
リ
ヤ
の
球
根
を
植
え

に
来
て
下
さ
り
、
そ
れ
が
す
く
す
く
と

と
伸
び
、
ひ
ま
わ
り
の
様
な
大
き
な
ダ

リ
ヤ
の
花
を
咲
か
せ
、
今
で
も
目
に

浮
か
び
ま
す
。

日
曜
日
に
は
、
兄
弟
五
人
で
、
近

く
の
キ
リ
ス
ト
教
会
で
賛
美
歌
を
歌

い
礼
拝
を
し
て
の
日
々
、
若
き
日
の

幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
日
々
が
今
に
な
っ

て
深
く
思
い
出
さ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

古
い
家
は
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
近
く
に
は
日
赤
病
院
、
ま
た

前
橋
名
物
焼
き
饅
頭
屋
さ
ん
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の

二
人
の
子
供
た
ち
は
、
前
橋
の
日
赤

病
院
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
が

私
の
懐
か
し
い
思
い
出
、
ま
た
赤
城

山
、
榛
名
山
、
妙
義
山
、
両
毛
三
山

が
見
渡
せ
素
敵
な
環
境
で
し
た
。

祖
母
、
父
母
、
兄
弟
、
皆
素
敵
な

方
々
に
恵
ま
れ
、
兄
弟
の
中
で
キ
リ

ス
ト
教
会
で
は
、
私
が
一
番
熱
心
で
、

お
嫁
さ
ん
に
な
る
ま
で
二
十
年
近
く
、

通
い
続
け
ま
し
た
。

こ
れ
が
私
の
脳
を
行
き
か
う
、
若

き
日
の
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
の
数
々

で
す
。

私
の
ふ
る
さ
と
（
前
橋
市
）

湖に浮かぶ榛名山

わ
た
し
が
生
ま
れ
育
っ
た
家
は
、
諏

訪
大
社
本
宮
『
上
社
』
の
東
参
道
へ
茅

野
か
ら
続
く
道
と
、
旧
杖
突
街
道
の
合

わ
さ
る
峠
入
り
口
と
い
う
バ
ス
停
の
脇

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
小
学
校
六
年

ま
で
過
ご
し
た
「
神
宮
寺
」
と
い
う
地

区
の
端
で
し
た
。

小
学
校
時
代
近
く
の
宮
川
は
魚
を
獲

る
生
活
の
糧
の
場
所
で
も
あ
り
、
体
育

の
水
泳
の
授
業
の
場
所
で
も
あ
り
ま
し

た
。
土
手
に
は
「
す
か
ん
ぽ
」
「
セ

リ
」
「
ナ
ズ
ナ
」
「
桑
の
実
」
な
ど
、

食
材
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
稲
刈
り
が

終
わ
る
と
友
人
達
と
田
ん
ぼ
に
行
き
、

夢
中
に
な
っ
て
イ
ナ
ゴ
を
獲
り
、
そ
れ

を
祖
母
が
甘
露
煮
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

軒
先
に
出
来
た
蜂
の
巣
は
、
祖
父
が
竹

の
先
に
ボ
ロ
を
巻
き
火
を
付
け
て
焼
き
、

中
の
蜂
の
子
を
取
り
出
し
て
食
べ
ま
し

た
（
今
は
と
て
も
無
理
で
す
が
）

。

柿
は
剥
い
て
軒
先
に
縄
で
吊
る
し
て

干
し
柿
に
し
た
り
、
樽
に
藁
と
交
互
に

入
れ
て
お
湯
で
満
た
し
、
堀
炬
燵
に
入

れ
て
「
さ
わ
し
柿
」
に
し
ま
し
た
。
野

沢
菜
漬
け
・
か
ん
ぴ
ょ
う
作
り
・
味
噌

づ
く
り
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど

色
々
な
楽
し
い
経
験
が
出
来
た
田
舎
生

活
で
し
た
。

裏
山
に
秘
密
基
地
を
作
っ
た
り
、
黒

私
の
ふ
る
さ
と
（
諏
訪
市
）

新
堀
Ａ
班

守
矢

正

私
の
ふ
る
さ
と
『
セ
ピ
ア
の
記
憶
』

諏訪大社の御柱

曜
石
の
矢
尻
を
探
し
た
り
、
粘
土
取
っ

て
き
て
色
々
な
物
を
作
っ
た
り
し
ま
し

た
。冬

に
は
山
か
ら
下
る
道
路
が
ス
キ
ー

を
す
る
絶
好
な
ス
ロ
ー
プ
に
な
っ
た
も

の
で
す
。
ス
ケ
ー
ト
は
学
校
の
校
庭
が

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
な
り
ま
し
た
。
校

庭
に
リ
ン
ク
の
大
き
さ
に
土
嚢
を
積
み

宮
川
の
水
を
引
き
、
凍
ら
せ
た
の
で
す
。

下
駄
の
歯
に
ス
ケ
ー
ト
の
エ
ッ
ジ
を
打

ち
付
け
た
下
駄
ス
ケ
ー
ト
が
殆
ど
で
し

た
。
稲
刈
り
後
の
田
圃
で
も
ス
ケ
ー
ト

が
出
来
ま
し
た
。

都
会
に
い
て
は
出
来
な
い
様
々
な
経

験
を
通
し
て
、
人
や
動
物
に
は
優
し
く

接
し
、
感
謝
や
思
い
や
り
を
も
っ
て
い

く
事
を
学
ん
だ
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

出
来
れ
ば
田
舎
に
帰
り
た
い
気
も
し
ま

す
が
、
東
京
に
出
て
五
十
六
年
が
経
ち

ま
す
。
冬
寒
く
夏
暑
い
環
境
を
思
う
と
、

望
郷
の
念
を
抱
き
な
が
ら
、
思
い
出
を

大
切
に
す
る
の
が
一
番
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
自
然
に
溢
れ
人
情
に
溢
れ
る
故

郷
『
諏
訪
』
・
七
年
に
一
度
の
御
柱
祭

に
湧
く
『
諏
訪
』
、
そ
ん
な
故
郷
に
育

て
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

向
原
Ｄ
班

田
部
井
敏
子



第131号 け や き 令和 元 年 10 月 発行

4

会員の作品紹介

・今回は、仲原地区の原節子会員の作品を紹介します。

・3年前、中央公民館で製作しているのを拝見して、バードカービングの会に入会しました。

・会員は高校生や他県からの会員も参加されています。作品製作は、シジュウカラ、カルガモ、

カワセミの3点セットから入門しました。作品の製作期間は、黄オームは1年、キジバトは

半年、カワセミは3か月と、根気がいる作業です。

・これからも新しい作品の製作に挑戦していくそうです。

黄オーム カワセミ キジバト

Ｉ
Ｔ
豆
知
識

こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、
新
し
い

W
i
n
d
o
w
s
1
0

の
パ
ソ
コ
ン
と
入
れ
替

え
す
る
の
が
最
良
の
方
法
で
す
が
、

安
い
買
い
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

本
当
に
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
か
、
或
い

は
、
ス
マ
ホ
で
事
足
り
る
か
を
、
よ

く
考
え
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ

コ
ン
教
室
で
は
、
無
料
相
談
日
に
出

張
サ
ポ
ー
ト
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

相
談
日
は
、
毎
月
第
2
土
曜
日
と

第
4
水
曜
日
の
午
前
10
時
～
12
時

で
す
。

Windows7のロゴ

『W
i
n
d
o
w
s
7

パ
ソ
コ
ン
の

サ
ポ
ー
ト
終
了
に
つ
い
て
』

Ｉ
Ｔ
業
務
班

井
口

一
男

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
は
、W

i
n
d
o
w
s
7

（
セ
ブ
ン
）O

S

（
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
）
の
サ
ポ
ー
ト
（
不
具
合
の

修
正
と
更
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
配
布
、
問

い
合
せ
）
を
、
来
年
1
月
14
日
を
も
っ

て
終
了
す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
パ

ソ
コ
ン
が
該
当
す
る
場
合
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。O

S

は
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、

新
た
な
不
具
合
（
デ
ー
タ
漏
洩
、
ウ
イ

ル
ス
感
染
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
リ
ス

ク
）
が
発
生
し
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
社
は
、
不
具
合
を
定
期
的
に
修
正
・

配
布
し
て
い
ま
す
が
、W

i
n
d
o
w
s
7

が
発

表
さ
れ
て
か
ら
10
年
を
迎
え
る
こ
と
で
、

当
初
の
公
表
通
り
サ
ポ
ー
ト
を
終
了
し

ま
す
。
そ
の
代
替
え
と
し
て
、

W
i
n
d
o
w
s
1
0

（
テ
ン
）
へ
の
、
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
（
更
新
）
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
使
い
続
け
た
場
合
、
ど
ん
な
不
具

合
が
発
生
す
る
か
は
現
状
で
は
不
明
で

す
が
、
（※

使
え
な
く
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
は
危
険
で
す
。
ま
た
、
大
切
な
デ

ー
タ
や
写
真
は
外
部
記
録
媒
体
に
コ
ピ

ー
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。
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東
大
和
市

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
て

会
長

立
石
孝
義

当
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
環
と
し
て
、
7
月
17
日
（
水
）
と

18
日
（
木
）
の
午
前
・
午
後
計
4
回
、

「
ス
マ
ホ
でL

I
N
E

（
ラ
イ
ン
）
を
使
う

に
は
」
の
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
し
た
。

受
講
者
は
、
60
歳
以
上
の
方
12
名
、

受
講
後
の
感
想
で
は
「
と
て
も
役
立
っ

た
」
「
こ
れ
で
安
心
し
てL

I
N
E

が
使
用

で
き
る
」
「
も
っ
と
無
料
講
座
を
頻
繁

に
開
催
し
て
欲
し
い
」
と
、
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
出
席
者
の
方
5
名
が
パ
ソ

コ
ン
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
談
話
室
に
入
会

さ
れ
た
り
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
を
受

講
さ
れ
て
、
更
な
る
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
向

上
に
挑
戦
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
回
も
、
要
望
が
多
い
ス
マ
ホ
の
テ

ー
マ
で
2
月
に
開
催
の
予
定
で
す
。

一
般
市
民
を
対
象
に

無
料
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催

Ｉ
Ｔ
業
務
班
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

令
和
元
年
9
月
1
日
（
日
）
9
時
よ

り
、
東
大
和
市
立
第
三
中
学
校
の
校
庭

に
て
、
総
合
防
災
訓
練
が
あ
り
参
加
し

ま
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。参

加
機
関
及
び
協
力
機
関
等
は
、
東

大
和
市
を
初
め
、
市
消
防
団
、
北
多
摩

西
部
消
防
署
・
警
察
署
他
、
37
の
機
関

団
体
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
①
消
火

栓
の
取
扱
い
、
②
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

③
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
な
ど
が
実

施
さ
れ
、
多
く
の
市
民
が
体
験
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

災
害
対
策
の
基
本
は
、
「
自
ら
の
生

命
は
自
ら
守
る
」
と
い
う
、
「
自
助
」

と
「
共
助
」
の
精
神
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
何
時
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
、
先
ず
は
事
前
の
準
備
と
訓
練
な
ど
、

怠
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

消火器による消火訓練 煙体験コーナー 市長挨拶

消火栓の使い方訓練 車椅子の段差乗越え訓練

IT業務班のボランティア活動
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今
回
は
、
新
入
会
員
研
修
会(

事
業

委
員
会
共
催)

の
安
全
管
理
研
修
に
つ

い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

①
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る

(

東
京
都
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合)

、

安
全
心
得
10
カ
条
を
守
ろ
う
。

②
健
康
診
断
を
積
極
的
に
受
診
し
て

良
好
な
状
態
で
就
業
し
ま
し
ょ
う
。

③
年
間
講
習
会
実
施
計
画

・
転
倒
防
止
予
防

・
熱
中
症
予
防

・
応
急
救
護
訓
練

・
自
転
車
運
転
講
習
会

等

④
安
全
学
習

・
危
険
予
知
訓
練

・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則

各
種
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
、
多
数
の
事

例
を
機
関
誌
「
安
全
だ
よ
り
」
に
掲
載

し
ま
す
。
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
安
全
意

識
を
持
っ
て
就
業
し
て
く
だ
さ
い
。

委
員
会
の
本
年
度
後
半
の
行
事
予
定

に
つ
い
て
、
ご
報
告
し
ま
す
。

①
会
員
交
流
会

各
地
区
共
に
担
当
理
事
と
地
域
班
長

の
企
画
に
よ
り
最
低
年
2
回
以
上
の

開
催
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

秋
以
降
の
開
催
が
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。

会
員
の
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

②
健
康
の
集
い

10
月
以
降
を
予
定
し
て
お
り
、
決
定

次
第
、
会
員
の
皆
様
に
班
長
経
由
で

ご
連
絡
致
し
ま
す
。

③
健
康
増
進
事
業
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

数
年
前
よ
り
好
評
の
た
め
、
春
の
3

月
に
花
見
を
兼
ね
て
計
画
を
立
て
て

い
き
ま
す
。

④
会
員
作
品
展

平
成
27
年
10
月
か
ら
本
年
2
月
ま
で
、

計
12
回
開
催
し
て
来
ま
し
た
。
第
13

回
に
つ
き
ま
し
て
は
別
途
会
員
の
皆

様
に
ご
連
絡
し
ま
す
が
、
11
月
5
日

(

火)

よ
り

11
月
8
日(

金)

の
4
日

委
員
会
報
告

峯

信
夫

委
員
会
報
告

小
林

正
和

今
期
の
10
月
～
翌
年
3
月
ま
で
の
活

動
予
定
は
次
の
通
り
で
す
。

①
新
入
会
員
研
修
会

安
全
管
理
委
員
会
と
の
共
同
主
催
で
、

理
事
会
の
翌
日
に
毎
月
開
催
。
シ
ル

バ
ー
会
員
と
し
て
の
基
礎
知
識
と
就

業
時
の
安
全
心
得
に
つ
い
て
学
ぶ
。

接
遇
関
連
ビ
デ
オ
も
視
聴
。

②
就
業
相
談
会

会
員
か
ら
の
就
業
に
関
す
る
相
談
に

つ
い
て
、
理
事
2
名
が
面
接
し
て
対

応
。
毎
月
第
3
火
曜
日
に
開
催
。

③
接
遇
研
修
会

11
月
11
日
（
月
）
午
前
・
午
後
の
2

今
期
の
10
月
～
翌
年
3
月
ま
で
の
活

動
予
定
は
次
の
通
り
で
す
。

①
機
関
誌
「
け
や
き
」
発
行

10
月(

1
3
1

号)

と
１
月(

1
3
2

号)

の
発

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
交

流
会
等
、
親
し
み
や
す
い
記
事
を
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。

②
道
路
美
化
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

令
和
元
年
10
月
25
日
（
金
）
９
時
30

分
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
、
3
コ
ー
ス
で
道
路
美
化
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
福
祉
祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

令
和
元
年
11
月
10
日
（
日
）
第
42
回

東
大
和
市
福
祉
祭
が
、
市
役
所
中
庭

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
未

使
用
品
の
バ
ザ
ー
へ
の
提
供
と
福
祉

祭
へ
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
委
員
会

事
業
委
員
会

広
報
委
員
会

安
全
管
理
委
員
会

間
実
習
室
に
て
開
催
の
予
定
で
す
。
今

回
よ
り
会
員
の
ご
家
族
の
作
品
も
募
集

し
ま
す
。
絵
画
、
塗
り
絵
、
写
真
、
木

工
作
品
、
カ
ー
ビ
ン
グ
、
し
し
ゅ
う
、

手
編
み
の
手
芸
品
、
衣
類
等
の
出
品
を

大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

総
務
委
員
会
は
、
常
に
「
共
働
・
共

助
」
「
自
主
・
自
立
」
の
基
本
理
念
の

下
に
、
会
員
全
員
を
含
め
、
シ
ル
バ
ー

全
体
の
尚
一
層
の
発
展
と
地
域
へ
の
貢

献
を
高
め
て
行
き
た
い
と
切
に
望
み
、

日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

回
開
催
。
上
期
に
入
会
の
会
員
と
除

草
班
が
受
講
対
象
。

④
事
業
報
告
会

2
月
14
日
（
金
）
奈
良
橋
市
民
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
予
定
。
4
月
か
ら
１

月
ま
で
の
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
に

つ
い
て
報
告
。
多
数
の
会
員
の
参
加

を
希
望
し
ま
す
。

委
員
会
報
告

遠
藤

孝

委
員
会
報
告

中
原

拓
三

新入会員研修風景

運営スタッフ(各委員長副委員長）
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と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
せ
ん
妄
は
、

若
い
方
に
も
高
齢
者
に
も
、
年
齢
に

関
係
な
く
生
じ
ま
す
が
、
高
齢
者
は

身
体
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
や
す
い

た
め
、
せ
ん
妄
に
な
り
や
す
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

「
気
に
な
る
症
状
が
出
た
ら
」

・
・

か
か
り
つ
け
医
に
ま
ず
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
せ
ん
妄
状
態
で
あ
る
と
本

人
は
会
話
の
受
け
答
え
が
で
き
な
い

こ
と
が
多
い
た
め
、
家
族
な
ど
の
付

添
い
人
が
い
つ
か
ら
症
状
が
起
こ
っ

た
か
、
症
状
の
進
行
、
変
化
の
内
容
、

身
体
面
・
精
神
面
の
健
康
状
態
、
薬

の
服
薬
状
況
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

「
せ
ん
妄
の
治
療
」
・
・

治
療
は
、
せ
ん
妄
の
発
症
の
も
と

と
な
る
疾
患
を
ま
ず
治
療
し
て
か
ら

行
い
ま
す
。
例
え
ば
、
肺
炎
が
き
っ

か
け
で
せ
ん
妄
に
な
っ
た
と
す
る
と
、

ま
ず
、
肺
炎
を
治
療
し
て
か
ら
、
せ

ん
妄
の
治
療
が
始
ま
り
ま
す
。
治
療

が
始
ま
る
と
症
状
に
改
善
傾
向
を
感

じ
ま
す
が
、
検
査
を
す
る
と
、
細
か

な
計
算
が
で
き
な
い
な
ど
、
一
見
わ

か
り
に
く
い
日
々
の
生
活
に
差
し
支

え
な
い
程
度
の
認
知
機
能
の
低
下
は

ま
だ
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
病
気
の
重
症
度
に
よ
り
改
善
方

向
に
む
か
う
ま
で
、
時
間
を
要
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

～
認
知
症
と
ま
ち
が
わ
な
い
た
め
に
～

せ
ん
妄
の
症
状
は
、
認
知
症
と
似
て

い
ま
す
が
、
異
な
る
病
気
で
す
。
ま
た
、

せ
ん
妄
が
あ
る
か
ら
認
知
症
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
せ
ん
妄
と
は
」
・
・

病
気
や
入
院
に
よ
る
環
境
の
変
化
な

ど
で
脳
が
上
手
く
働
か
な
く
な
り
、
興

奮
し
て
、
話
す
言
葉
や
ふ
る
ま
い
に
一

時
的
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
状
態
で
す
。

人
の
区
別
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
な
い

も
の
が
見
え
た
り
、
な
い
音
が
聞
こ
え

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
か
と
思
う
と
、
急

に
感
情
を
高
ぶ
ら
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
現
在
の
時
間
や
場
所
が
急
に
わ
か

ら
な
く
な
る
こ
と
や
最
近
の
こ
と
が
思

い
出
せ
な
く
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。
通

常
は
継
続
し
て
も
数
日
間
か
ら
数
週
間

で
す
が
、
ま
れ
に
数
ヶ
月
間
続
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。
一
日
の
中
で
も
症
状
の

強
弱
が
あ
り
、
夕
方
に
悪
化
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。

「
せ
ん
妄
の
原
因
と
は
」
・
・

①
加
齢
に
よ
る
も
の
、
②
病
気
に
よ

る
も
の
、
③
薬
の
副
作
用
に
よ
る
も
の
、

④
入
院
・
手
術
に
よ
る
も
の
等
が
原
因

高
齢
者
の
せ
ん
妄
に
つ
い
て

東
大
和
市
役
所
健
康
課

健
康
福
祉
記
事

新
人
職
員
紹
介

こ
の
度
9
月
3
日
よ
り
、
嘱
託
職

員
と
し
て
東
大
和
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
初
音
奏
江
で
す
。
。

私
は
、
主
に
派
遣
事
業
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
初
心
に
帰
り
、

ゼ
ロ
か
ら
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
慣
れ
る
ま
で
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
し
ま
う
こ
と
や
至
ら
な

い
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
日

で
も
早
く
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

40
周
年
記
念
誌
の
訂
正

26
ペ
ー
ジ
の
歴
代
役
員
一
覧
の
中

で
、
湯
浅
延
行
監
事
の
就
任
期
間
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

平
成
15
年
4
月
～
平
成
21
年
4
月
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

嘱
託
職
員

初
音

奏
江

は
つ
ね

か
な
え

高
齢
者
の
場
合
は
、
脱
水
や
便
秘
、

尿
路
感
染
症
や
睡
眠
不
足
が
原
因
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昼
間
活
動
を
し

て
、
夜
に
眠
る
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な

い
よ
う
に
し
、
水
分
補
給
や
ト
イ
レ
を

促
し
て
体
調
を
整
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

環
境
の
変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
も
原
因

と
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
住
み
慣
れ

た
環
境
を
大
き
く
変
え
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
が
ま
わ
り
の
状

況
を
説
明
す
る
（
今
日
は
何
月
何
日
だ

よ
、
こ
こ
は
病
院
だ
よ)

等
、
積
極
的

に
話
し
か
け
る
こ
と
は
安
心
に
も
つ
な

が
り
、
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
場
合
、
せ
ん
妄
を
機
に
一

気
に
認
知
機
能
が
悪
く
な
り
、
結
果
的

に
生
活
の
質
の
変
化
を
き
た
し
て
し
ま

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

身
体
の
病
気
は
せ
ん
妄
を
引
き
起
こ
す

原
因
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
あ
ら

ゆ
る
身
体
疾
患
に
気
を
つ
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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入
会
説
明
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
０
４
２―

５
６
５―

０
５
３
１

但
し
、
出
張
入
会
説
明
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。

就
業
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み

電
話
ま
た
は
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
、
事
前
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申し込み期限は、各月第２火曜日までです。

センターの今後の予定
月 日 曜 日 時 間 内 容

10

1 火 10：00 新入会員研修会（9月入会会員）
4 金 10：00 出張入会説明会（南街市民センター）
9 水 9：00 入会説明会
15 火 予約制 就業相談日（下表を参照ください）
16 水 9：00 入会申込日
17 木 配分金振込
25 金 9：30 ボランティア活動（道路美化清掃）
31 木 9：00 定例理事会

11

1 金 10：00 新入会員研修会（10月入会会員）
8 金 10：00 出張入会説明会（上北台市民センター）
10 日 10：00 福祉祭
18 月 配分金振込
19 火 予約制 就業相談日（下表を参照ください）
20 水 9：00 入会申込日
28 木 9：00 定例理事会
29 金 10：00 新入会員研修会（11月入会会員）

12

6 金 10：00 出張入会説明会（清原市民センター）
11 水 9：00 入会説明会
17 火 予約制 就業相談日（下表を参照ください）
17 火 配分金振込
18 水 9：00 入会申込日
25 水 9：00 定例理事会
26 木 9：00 新入会員研修会（12月入会会員）

令
和
元
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
道
路
美

化
清
掃
）
を
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
多
数
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◆
日

時
：
令
和
元
年
10
月
25
日
（
金
）

９
時
30
分
開
始

◆
集
合
場
所
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◆
清
掃
場
所
：
当
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
、

３
コ
ー
ス

◆
詳
細
は
、
「
け
や
き
」1

3
1

号
と
同
時
に

お
配
り
し
ま
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
道
路
美
化
清
掃
）
へ
の
参
加
の
お
願
い
」
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
申
し
込
み

事
務
所
に
直
接
電
話
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就業相談日 相談時間帯

2019年10月15日(火) 2020年1月21日(火) ①14：00
②14：30
③15：00
④15：30
⑤16：00
各時間1名

11月19日(火) 2月18日(火)

12月17日(火) 3月17日(火)

- -

会
員
の
皆
様
の
作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

写
真
・
絵
画
・
紀
行
文
・
川
柳
・
な
ん
で
も
結

構
で
す
。

作
品
の
投
稿
は
、
郵
送
、
持
参
ど
ち
ら
で
も

結
構
で
す
。
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
作
品
に

は
、
謝
礼
を
差
し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
作
品
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
開
催
の
ご
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
道
路
美
化
清
掃


